
福祉・介護職員等 特定処遇改善加算 算定に係る当法人の取り組みについて

令和 2年 12 月１日

１．福祉・介護職員等特定処遇改善加算の概要
2019 年度の障害福祉サービス等報酬改定において、「福祉・介護職員等特定処遇改善加算」が創設されました。
福祉・介護職員等特定処遇改善加算は、現行の処遇改善加算(Ⅰ)、(Ⅱ)、(Ⅲ)を取得している事業所について
さらなる処遇の向上を目指し、上乗せで算定できるものです。

２．算定のための要件
① 配置等要件…… 福祉専門職員配置等加算を算定していること。
② 現行加算要件… 現行の処遇改善加算の(Ⅰ)、(Ⅱ)、(Ⅲ)のいずれかを算定していること。
③ 職場環境要件… 実施した処遇改善の内容(賃金改善に関するものを除く)及び処遇改善に要した費用につい

て全ての職員に周知していること。
④ 見える化要件… 特定加算に基づく取り組みについてホームページへの掲載等により公表していること。

注１：①～④の全ての要件を満たす場合 特定加算(Ⅰ)が取得可能
注２：②～④の要件を満たす場合 特定加算(Ⅱ)が取得可能

３．加算取得状況
① 福祉・介護職員処遇改善加算Ⅰ
② 福祉・介護職員等特定処遇改善加算Ⅰ

４．対象事業所(拠点)
ぱれっとハウス、メゾンパレット、ぱれっとワークスれんげ、ぱれっとワークス自然館

５．職場環境要件項目及び法人としての取り組み


